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 株価は堅調な動きが続いていますが為替は不安定な動きが続いています。 

今週は注目の米朝首脳会談があります。 

 そして、日米欧で金融政策の発表など重要なイベントが続きます。 

また、米国が色々な国に関税をかける動きが加速し、その報復措置を取る国も多く経済面

での影響が心配です。 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は反落してきました。 

ただし、１０９円あたりで底堅さを確認できると再度、高値をトライする動きになりそう

です。 

 １０９円を割り込むと５月末の安値の１０８円あたりが下値として意識されそう。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円は、テクニカルで見ると反落してきているものが多いので安値更新の動きには

警戒したいです。 

 ユーロは資産購入プログラムの終了の時期などが注目されていますが不安材料が多いこ

とから強気にはなりにくい状況です。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では日銀金融政策決定会合などがあります。 

米国では消費者物価指数、ＦＯＭＣ政策金利、小売売上高、NY連銀製造業景況指数、鉱工

業生産、ミシガン大消費者信頼感指数、対米証券投資などが発表されます。 

欧州ではドイツとユーロ圏でＺＥＷ景、況感指数、ユーロ圏で鉱工業生産、ＥＣＢ金融政

策発表などがあります。 

ほかには、中国で鉱工業生産の発表などがあります。 


